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　株式会社高研は、不幸にも事故や病気で失われ
た手や足を補うためのシリコーン素材の人工皮
膚の研究など、補塡形成を受託する会社として、
1959年に設立されました。現在は、医療用プラ
スチック、訓練用生体モデル、コラーゲンを使っ
た医療機器や化粧品原料など多様な製品を開発し、
製造・販売しています。鶴岡工場は、新製品の開
発部門と、製品の受注から生産、出荷までを担う
製造部門が直結した拠点となっています。   
  「顧客の声を形にすることを念頭に置いて、製品
を開発しています」と工場長の福嶋健治さん。同
社は、患者一人ひとりの体の形状に合わせ、医療
機器を受注生産するといった対応もしています。
国内企業の多くが、国外製の規格品のみを扱う中、
このような対応をしている企業は少ないとのこと。
手術の日程等の要望に応え、極めて短い納期で作
り上げることもあります。また、訓練用生体モデ
ルについては、新しい治療のガイドラインや医療
技術が開発されるたびに、それらを習得するため

の新たなモデルが必要となりま
す。同社は、実際に製品を使う
医師や看護師と意見交換しなが
ら、一つひとつのモデルに、医
療現場の「もっとこうしてほし
い」という声を取り入れようと
努めています。例えば、同社の
内視鏡検査訓練用モデルは、「検
査で発見したポリープの切除や

止血も練習できれば」という医師の要望に応える
ため、再現された消化管に、切ると模擬血液が出
て、止血も体験できるポリープがセットできるも
のとなっています。
   顧客との対話を重視している同社の開発担当に、
医学を専攻してきた人はいません。入社後に自分
で勉強し、医師や看護師と症例や病状などの会話
ができるだけの、専門的な知識を身に付けていき
ます。会社も、製品開発のヒントになればと、医
療分野以外の展示会に参加する機会を設けるなど、
多様な知識やアイデアの習得を支援しています。
顧客からの相談や要望に対し、より実物に近い素
材を提案するなど、プラスアルファの価値を付け
て応えられるまでになっているとのこと。さらに、
新製品を開発するときは、量産化できるか、採算
が取れるかも考える必要があり、技術やコスト等、
様々な課題を乗り越え、製品を世の中に出すには
とても根気がいるそうです。
   これからも、顧客のニーズに応え、それ以上の
価値を提供する、「高研ならではの製品」を生み
出し続けたいと福嶋さん。新たに社員を採用する
ときは、学校の成績もみますが、人柄を大切にし
ていると言います。勉強でもスポーツでも何でも
いいので、何か一つの目標を決めて、最後までし
っかりやり遂げたことがあるかを重視していると
のこと。「『新製品開発なら高研に相談してみよう』
と言われる会社を社員全員で目指したい」と、福
嶋工場長は今後の展望を語ってくれました。

隔月連載

鶴岡が誇るものと技
鶴岡発の優れた技術やこだわりの逸品。その魅力や今後の展望を紹介します。

第11回　医療機器、訓練用生体モデルほか　～付加価値の追求～

MADE in TSURUOKA

■問合せ／本所商工課☎25‐2111内線593

工場長の福嶋さん

「鶴岡が誇るものと技」は今回が最終回です。ご愛読ありがとうございます。


